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 要  旨 
近年，自動車の安全性向上を目的としてドライバーの生体情報を検出し，運転中の健康状態を
監視するシステムが注目されている．このシステムにより運転中の健康異常を検知し，事故の未
然防止が実現できる．例えばドライバーの生死や飲酒，睡眠，興奮状態などの検知が期待される． 
この様な背景を踏まえ，本研究はメーカー協力の下で自動車のシートに設置した 18 個の圧電
素子を用いた車両走行時における脈拍検出の実現を目標とする．なお，本目標は車両静止時，ア
イドリング時，走行時の 3 つの車両条件の段階を経て達成に至る． 
先行研究では車両静止時を対象とし，ウェーブレット変換を用いた脈拍検出と全センサの脈拍
情報の動画化を行った．この動画化により各センサで検出される脈拍の強度差，および脈拍伝達
の遅延に起因するむだ時間を可視化した． 
この成果を受け，本研究はアイドリング時と走行時での脈拍検出を実現する多チャンネル信号
処理アルゴリズムを構築する．最終目標である走行時は路面状況による車両や被験者自身の揺れ，
さらにはエンジン回転による振動などの様々なノイズが同時に測定されることが想定される．そ
のため，この様な多種のノイズが含まれた信号から脈拍を検出することは非常に困難である． 
本研究は先行研究で可視化したセンサ間のむだ時間に着目する．そしてセンサ間のむだ時間を
補正し，全センサの情報を 1 つに統合することで走行時の脈拍検出を実現する．この手法により
被験者の体格や姿勢に依存することなく脈拍を検出することが可能となる．また，アイドリング
時の解析結果から測定信号にはエンジン回転による振動の特徴が含まれることを示す．そして走
行時の全センサ統合処理ではフィルタによってこの特徴をあらかじめ除去し，統合する．これに
より走行時は車速に依存することなく脈拍検出が可能になる． 
以上の「むだ時間補正」と「エンジン振動の除去」という 2 つの処理を組み合わせた全センサ
統合手法により，本研究は車両走行時の測定信号から脈拍を検出する．そして検出結果から異常
値の判定，さらに抜け落ちた脈拍の推定を行い被験者の実際の脈拍を推定する． 
最終的に検出された脈拍は心電図との比較により検証し，被験者や姿勢，車速の条件に依存す
ることなく一定割合で検出可能であること示す． 
 
